
敦賀市【公園の適切な維持管理・運営】

（３）現状

（２）課題

（１）地域課題分野

・限られた予算の中で、市が⾏う除草・清掃等の公園管理だけでは⼗分⾏き届かず、利⽤される市⺠等の要望に応えられていない
・いたずらやルールを守らない⼈が、少数ではあるが存在し良好な公園環境が保てない場合がある
・これまで地域が主体となって公園の維持管理を⾏っている地域もあるが、⾼齢化や地域コミュニティーの衰退などにより継続が難しくなってきている

・敦賀市で管理している公園は154箇所（R5.3.1現在）
・市で、公園内の清掃管理、ごみ箱及び除草等の処理、樹⽊の剪定、公衆便所の清掃管理に係る予算を確保し、取り組んでいる。
（（R3年度実績）公園維持管理費 委託料 37,343,032円）
・公園の良好な環境の保全と、地域コミュニティーの向上、利⽤される⽅が安⼼で安全に利⽤できる公園を⽬指すことを⽬的に、地元住⺠が⾃主的に公園を管理する
「地域の住⺠団体による公園等の⾃主管理協定制度」を平成２４年８⽉より運⽤を開始した。

（６）提供可能な資産・データ
・関係者から現場課題を聞く機会の提供

・電灯に、防犯監視機能や防災無線機能、連絡機能を備え、地域住⺠が安⼼して利⽤できる公園を⽬指す
・現地にパトロールを⾏わず、IoTを活⽤して公園の状況を把握する
・ネットワークカメラにより公園利⽤者の⼈の量の変化やイベントなどの公園利⽤状況を把握し、各公園ごとに適当な時期に清掃や除草、剪定などの管理を⾏う。

（４）ステークホルダー
関係者・団体、関係市町・部署等 役割・立場
⾃主管理協定締結団体（７団体） 地域住⺠で構成される、⾃主的に公園管理（清掃、パトロール、除草等）を⾏う団体

（５）地域課題解決の糸口

［ ］①交通、［ ］②防災、［ ］③環境、［ ］④健康福祉、［ ］⑤産業、［ ］⑥農林水産、［ ］⑦教育、［ ］⑧行政、［ ］⑨観光・文化、［ ✔ ］⑩その他


